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中国・極超音速滑空ミサイル

川島 順 予科２１－７

（越谷市） 航空７－１

インターネット情報によると中国は昨

年、極超音速滑空実験機（Hypersonic

Glide Vehicle: コードネーム：WU-14）

の実験に成功した。

昨年１月９日、WU-14は大陸間弾道ミ

サイルの弾頭に搭載され、空中で発射され、

その後、滑空してニア・スペース（準宇宙）

をマッハ１０で飛行したと報じられてい

る。２度目は８月７日に実施したが失敗に

終わった。その後３度、4度と実験を行っ

た模様。

WU-14は大陸間弾道ミサイル（ICBM）

の弾頭に搭載されて発射され、地表から１

００ｋｍ上空の宇宙空間にいる間にミサイ

ルから発射され、音速の10倍のマッハ１

０というスピードで大気圏に再突入するも

のと思われている。

マッハ１０とは時速１万２千ｋｍ、通常

の巡航ミサイルの最高速度９百ｋｍの10

倍以上の速度で、米国の防空システムを容

易に突破することが可能とされる。

極超音速滑空ミサイルWU-14

米国のシンクタンク筋によると中国には

２つの極超音速機開発計画があり、今回実

験されたミサイル弾頭として発射されるポ

スト・ブースト・ビークル型と、爆撃機な

どに搭載されるスクラムジエット推進型と

がある。

中国は2020年までにWU-14を、202

5年までにスクラムジエット推進極超音速

機を配備する計画を持っているとのことで

ある。

さらに、中国は2025年までに全地球即

時攻撃能力を持つ核兵器の開発を目指して

おり、その一貫として極超音速巡航機（H

CV)の開発研究も開始したといわれてい

る。


